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論文内容要旨
 日本脳炎ウイルスの流行期の生態を解明するためにいくつかのウイルス学的・血清疫学的研究
 が行われ,その結果,わが国においては流行期(夏季)日本脳炎ウイルスの野外サイクルが豚と
 コガタアカイエカとの間で維持されていることが明らかになっている。一方,このウイルスの越
 冬機構については依然として不明である。米国の西部馬脳炎の例では,冷血動物からウイルスが
 検出されており,これら冬眠して越冬する動物が冬季のウイルスのreservoirになるのではない
 かと考えられている。著者らは,日本脳炎ウイルスのreservoirとしての冷血動物の可能性を
 追求するために,まず,野外で採集した吸血コガタアカイエカの吸血源を調査することにより,
 この蚊と冷血動物とのかかわり合いを把握する試みを行った。
 吸血蚊を採集するフィールドとして仙台市前田および名取市の水田地帯を選んだ。吸血蚊の採
 集は1968年5月～10月に2つの方法で行った。1つは名取市の2ケ所の豚舎に加藤式トラ
 ップをとりつけ,夜間これに捕集される豚舎侵入蚊の中に含まれる吸血蚊を材料とした。他の1
 つは名取市およびここから北に1.8km離れた仙台市前田で,日中,水田や雑草間で休止してい
 る吸血蚊をサクション・キャッチャーと捕虫網で捕集して材料とした。捕集した吸血蚊は実験室
 に持帰り,実体顕微鏡下で解剖し吸血血液をとり出し,これを0,01M燐酸緩衝食塩水の0.2磁
 にとかし,凍結・融解後抗原サンプルとした。また,あらかじめ10種の動物(ヒト,ネズミ,
 イヌ,ウシ,ブタ,ウマ,ウサギ,ニワトリ,ヘビ,カエル)の全血あるいは血清でウサギを免
 疫し(ウサギのみはヤギを免疫),これら動物血液に対する免疫血清を作製した。これら抗血清
 のtiterは1;1000以上で交叉反応はみられなかった。個々の吸血蚊から得られた抗原サ
 ンプルとこれら抗血清とをOuchterlony法を応用して反応させ吸血源動物種の判定を行った。
 この方法は,スライドグラス上に寒天ゲルの平板を作り,これに7個の穴をあけ(中心に1個,
 周辺に6個),中央の穴に抗原を,周辺の穴に各抗血清をみたし,これを37℃のmoi§t
 chamberに入れ,24～48時間圭ncubateした後観察し,抗原・抗血清間に特異的に生じる白
 い沈降バン'ドにより吸血源動物種を判定するものである。
 なお,得られた吸血蚊は2つの異った方法で捕集したものであるので,血液消化の程度と卵巣
 発育の程度との関連から,各々の個体群の生理的状態の相違を把握した。
 その結果,1)夜間,加藤式トラップで採集された個体群は,血液消化のステージが進んでい
 るにもかかわらず卵の発育が遅れているパターンを示し,これらは夜間に部分吸血後再吸血に飛
 来して捕集された個体群であることが知られた。一方,日中採集の吸血蚊は血液消化に伴い卵の
 発育が進行していくパターンを示し,十分に吸血後卵の発育を進行させている休止蚊個体群であ
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 ることが知られた。
 2)上記の各個体群について吸血源をみると,夜間採集吸血蚊においては5種の吸血源(ブタ,
 ウシ,イヌ,トリ,ヒト)が検出されたが,両豚舎共,70%以上をブタ吸血が占め,ウシ吸血
 がこれに次ぐというパターンを示した。また,このパターンは前半夜(16:00～24:00)
 ど後半夜(0:00～8:00)とで変化しなかった。
 次に'日中休止蚊について吸血源をみると,名取では4種の吸血源(ブタ,ウシ,ヒト,イヌ),
 前田でも4種の吸血源(ウシ,ブタ,ヒト,トリ)'が検出された。両地域共,ブタとウシを主と
 して吸血していたが,名取ではブタ吸血,前田ではウシ吸血の割合が高い傾向を示した。これは
 両地域で飼われている豚と牛の相対比に似ているので,これらの家畜のavailabilityに吸血パ
 ターンが影響された結果と思われた。いずれにせよ,豚を主とした大型哺乳動物を高い割合で吸
 血するというコガタアカイエカの吸血パターンはこの蚊の日本脳炎ウイルス媒介蚊としての重要
 性を明瞭に示しているといえる。
 3)同時期に行われたウイルス学的・血清疫学的調査の結果,豚におけるHI抗体の一斉上昇
 が8月中旬におこり,これら豚は8月初旬に媒介蚊の吸血によりウイルス感染したものと推定さ
 れた。コガタアカイエカがウイルスに感染して伝達可能となるまで2週間程度必要であるので,
 この媒介蚊は7月中・下旬にウイルスに感染したものと考えられる。蚊におけるウイルスの・とり
 込みは吸血に伴っておこるので,この時期(7月中・下旬)における吸血蚊の吸血源動物に注目
 したが,すべて哺乳動物であった。
 以上の結果,コガタアカイエカは夏季(流行期)の日本脳炎ウイルスの野外サイクルを担う媒
 介蚊であることを生態学的にも確認した。しかし,この蚊は哺乳動物を最も高い割合で吸血し,
 冷血動物吸血例はみられなかったことから,この蚊と冷血動物との間のウイルスのサイクルは成
 立しにくいと思われる。
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 審査結果の要旨
 日本脳炎ウイルス伝播の豚一蚊一ヒトのサイクルを生態学的に追跡する仕事の一部で,特に本
 ウイルスのVectorとして知られているコガタアカイエカ(Gulextritaeniorhyneus)が採取
 法に応じて如何なる吸血状態にあるか,また主としてどんな生物の血を吸血しているかを免疫学
 的に追跡し,流行初期に出現する吸血蚊の解析から日本脳炎の局地流行の初期条件を明らかにし
 ょうと試みた。
 第1に吸血していると認められた蚊は1匹の血液を0.2認の食塩水で溶解し,10種類の動物
 (ヒト,ネズミ,イヌ,ウシ,ブタ,ウマ,ウサギ,ニワトリ,ヘビ,カエル)の血液で免疫し
 た抗血清との間にミクロ沈降反応を行わせると,吸血源を明らかにし得る。
 第2に捕虫網を用い田畑で採取した吸血蚊は休止個体群で十分吸血し,卵の発育が進行してい
 るが,ベイトトラップで採取した蚊は不充分に吸血したため再飛来した蚊で卵の発育が遅れてい
 る。要するに蚊が再度にわたり吸血する事が明らかになった。
 第3にコガタアカイエカの吸血源は周辺の動物相に影響をうけるが,ブタやウシが主であり,
 日本脳炎媒介蚊としての重要性を示唆した。
 第4に7月中旬の流行初期の吸血源は流行極期と変らずブタやウシで,カエルやヘビを吸血し
 ている個体を見出し得なかった。
 以上本論文は日本脳炎伝播サイクルの生態学的研究に免疫学的手法を取り入れ,コガタアカイ
 エカの生態を明らかにした点,博士号授与に値するものと認める。
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